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岐阜県多治見市小名田の瑞浪層群
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Miocene Mizunami group developed near Onada, 

Tajimi City, Gifu Prefecture, central Japan 
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岐阜県多治見市小名田付近に第三紀層が分布す ることは ，消野 ・石井 (1928)の 7万5千分

の 1「多治見」図幅に示されている ．しかし ，第三紀層と して一括されていて，中新統の瑞浪

層群と鮮新統の瀕戸層群 とは区別されていない．赤嶺 (1954)は瑞浪層群相当層が小名田付近

に分布していることを明らかにし， 主に凝灰質含礫泥岩とその上位の含化石凝灰質細砂岩か ら

なっている ，と述べている ．化石として， Nassarius,Cerithium ?, Dosiniaをあげている ．

最近，河川改修工事に伴い，化石が産出し ，多くの人の注目を引き，棟本の一部は瑞浪市化

石博物館へもたらされた ．10種以上の瑞浪層群 と共通の化石を含み，地層は瑞浪層群の一部と

判明した ．地層の分布 ・古地理解析の上で重要 と考え ，野外調査 ・化石採集を行った結果，興

味ある事実が判明したので，ここ にその結果を報告する ．

本稿を草するにあた り，瑞浪高等学校西本博行氏，瑞浪市化石博物館奥村好次氏，多治見市

小 ・中学校理科教育研究会の方々からは有益なと教示を頂いた ．小名田木節有限会社の若尾治

郎氏は貨重なボ ーリング資料を提供さ れた．愛知県春日井市の若尾寛氏は棟本の閲党を許され

た．以上の方々に深く感謝する ．

小名田地域では古生眉の基盤の上に， 瑞浪層群がのり ，さらにそれをおおって穎戸暦群（陶

土層 ・土岐砂礫屑）が広く発達す る． 瑞浪層群は川底および川岸の崖に露出 し， 分布は必ずし

も連続的ではない ．また ，ボーリ ング資料によれば，本地域の地下に分布する ．

地表の瑞浪層群は大きく 2分される ．1つは高田川およびその支流に分布するもので，礫岩

と砂岩 ・シルト岩の互層である ．基盤の古生層の上に礫岩が不賂合にのり，上位へ互屈となっ

て漸移す る． 礫岩は中礫で ． 古生屑由来の頁岩 • 砂岩の亜角礫～角礫か らなる．砂岩は中～細

粒，時にラ ミネイトする ． シル ト岩は無層理で固く ，多少凝灰質，中～小礫サイズの礫を含

む．炭質物が多く ， うすい亜炭層をはさむこ とがある． 色は青緑灰色 （新鮮）で，風化する

と黄灰色に変わる ．海生動物の化石は発見されない．以上の特徴は瑞浪盆地の土岐灰炭累眉，

可児盆地の中村累居に類似し ，淡水成層である可能性が大きい．他の 1つは海生化石を含み，

海成層で，西洞川沿いに分布する ．凝灰質シルト 岩を主とし ，礫岩をはさ む．一部が柱状図 と

して第2図に示される ．シルト岩は凝灰質，軽石を多く含み，細粒砂をま じえる ．炭質物も多

く，生痕化石（サ ンド ・パイプ）も多い ．3枚のいちじるしい白色凝灰岩層をはさむ．凝灰岩

＊名古屋大学理学部地球科学教室 ・瑞浪市化石博物館煽託 Department of Earth Sciences, 

Nagoya University, Nagoya 
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第 1図ルート マップ Fig.1. Route map 

1:シルト 岩 Siltstone, 2 :砂岩 Sandstone, 3 :礫岩

Conglomerate, 4 :古生囮 PaleozoicSystem 

囮は下位が粗粒で下位の地唇と明 らかな境界面をもち ，上位に向っ て細粒となり ，シルト岩に

漸移する ．下位の 2枚はセットをな し， さらに30cm下位に薄い亜炭層を伴う ．凝灰岩層の上 ・

下位には生痕が多く ，火山灰がつまっ ている ．サンド ・パイプは直径2~ 3 cm,長さはふつう

10cm以下，最大40国 に達し， ほぼ直立する ．

化石は点在して 産することが多く ，多くの露頭で発見されるが，特に， 図上の A地点で多

ぃ．B地点では Crassostreagravitestaと思われるもののキャス トが密集して産する ．化石

はすべてキ ャスト で次のようなものからなる ．

Crassostrea gravitesta (YOKOYAMA) ? 

Saxoluc切akhataii (0TUKA) 
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o Trapez£um mod£olaeforme OYAMA 

& SAKA (A) 

Dos切orbiskawagens£s (ARAKI) (A) 

Cyc伽 ajaponica (KAMADA) (A) 

NzPPonomarcia nakamurai IKEBE 

Hiatula minoensis (YOKOYAMA) 

Venatomya yamauch# IT01GAWA 

Bat£llar£a sp. 

Vicarya sp. 

o Vicaryella sp. 

Euspz"ra meisens£s MAKIYAMA 

Chi z"coグeustiganouranus (NOMURA . ） 

Eocyl£chna aff abz'lis (YOKOYAMA) 

Decapoda 

。：多産 (A) :合殻のものがあ る

4
 

5
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第 2図地質柱状図 Geo'.ogicColumns 

1 :頁岩 Shale,2:シルト岩 Siltstone, 3 :細粒砂岩

Fine-grained Sandstone, 4 :中粒砂岩 Medium-

grained sandstone, 5 :株岩 Conglomerate,6 :凝灰

岩Tuff,7:凝灰質 tuffaceous,8 :軽石質 pumice-

ous, 9:亜炭質 lignitic,10 :サン ドバ イプ Sand-pipe

全体として Trapez£um-Vicaryella群

giといえる ．岩相．化石群集は ，明批累

囮の月吉囮，および肥田相の上部腔のう

ち下位屈準に類似す る．この 2分された

地府は ，赤娯(1954)の含礫泥岩と含化石

細砂岩にあたるも のと思われる ．

さらに ，1961年に小名田木節有限会社

により ，第 1図ボーリ ング地点において

行われたボーリング結果 （第2図）によ

ると ，地表下88m付近まで，瑞浪層群と

推定される地層が分布してい る．柱状図

およびコアを検討 した結果，ー7.55m~

-37.3mの間に主に明世累層と推定され

るもの，以下88.4mまで土岐灰炭累層相

当層が分布 し， 地表での2つの層の区分

と対応す ることが判明した．両者の境界

はボ ーリ ングでは確認できない．柱状図

には断唇 ？と 記入してあるが．不（非）

整合の可能性も ある ．地表では露出が連

続していないため ，両者の関係は不明で

ある ．

この地域にもっとも近い瑞浪図群の分

布地域は ，北西方へ，古生層のバ リアを

ヘだてた可児盆地久々利地域で ， 中村累層 • 平牧累層がある ． 海成層についていえば ， 東方 ，

土岐市御幸町（土岐商高近く ）の肥田相の地胴がもっ とも 近いものである ．

小名田地域の明皿累図の団準について考えると ，前にのべたよう に，岩相 ・化石相の上から
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は，月吉眉と肥田相の 2つのうち．いずれかに相当する可能性がある ．いずれに相当するか

決定することは仲々困難であるが ， 1)岩相的に見て ，軽石の含有凪が多くて ，肥田相に類似

すること， 2)凝灰岩層の産状が，月吉暦のそれと異なること ， 3)地理的に近いことなどか

ら，肥田相上部層相当の可能性が大きい．

いずれにせよ ，こ の地域に土岐灰炭累層 ・明世累層が分布することの意義は大きい ．すなわ

ち，古地理的条件を考える時，前者は可児盆地と瑞浪一土岐盆地を結ぶ大きな手がかりとな

り，湖盆が連続した可能性を示すものとして注目 される ．後者は ，明世累屈堆積時の海のひろ

がり ，海進の方向 ，古環境の推定などの問題を考える上に有用である ．
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